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ポリゴンを構成する線分

ポリゴンを構成する線分

QGIS3.16 でポリゴン外周の距離と方向角

目的：ポリゴンを作成して構成する線分の距離と
方向角を表示すること（日本の平面直角座標系）

ホシノデータ

+X 方向

距離

ポリゴンはその外周を線
分で閉じて出来上がる面
ポリゴンはその外周を線
分で閉じて出来上がる面

方
向

角

+X 方向

※ 平面直角座標系は全国を１９の地域に分けています



距離は平面距離（平面直角座標系）

ホシノデータ

原点
縮尺係数： 0.9999

平面直角座標系の投影面
縮尺係数

1.0001
縮尺係数1.0001

縮尺係数： 1.0000 縮尺係数： 1.0000

地球回転楕円体面 地球回転楕円体面

平面距離

楕円体面上

の球面距離
平面距離と球面距離と
の差が 1 万分の 1 以下
になるように東西約
130Km の範囲で定めら
れています

私たちが地表で測っている距離は
その地点の標高に於ける球面距離です

距離

標
高



方向角は座標軸の +X から右回り角度

ホシノデータ

+X 方向
真北方向

+X 方向

磁北

真北方向
（子午線方向）

Ａ

Ｂ

平面直角座標系の原点
X=0,Y=0

方向角
方位角

磁方位角

+Y 方向

真北方向角は、
※+Y の場合は－符号になる
　 -Y の場合は＋符号になる
真北方向角の符号を反転した
角度を子午線収差と言います

Y=0 の地点では +X 方向、
真北方向が一致するので
真北方向角は 0 度になり、
方向角と方位角が一致します



どんな手順で進めるのか（１）

ホシノデータ

１．ポリゴンを新規レイヤに作成する
２．ポリゴンから新規ラインレイヤを生成する
　　１ポリゴン＝１ポリライン（１本の折れ線状態）
　　※プロセシングツール：「ポリゴンを線に変換」
３．生成された［ 1 ポリゴン＝ 1 ポリライン］を
　　［ 1 ポリゴン＝複数ライン］に分解して新規ライン
　　レイヤを生成する
　　※プロセシングツール：「線をセグメントに分解」



どんな手順で進めるのか（２）

ホシノデータ

４．３．で生成されたラインレイヤの属性テーブルに
　　距離と方向角を「フィールド計算機」を使用して
　　追加する
５．画面に表示されたライン（線分）に距離（ｍ）と
　　方向角（度分秒形式）を「ラベル機能」で表示する



距離と方向角を「フィールド計算機」

ホシノデータ

１．平面距離の計算式（ｍ単位）
  round(length($geometry),3)  ---> 少数 3 桁、四捨五入

２．方向角の計算式（度単位）
  ALP=degrees(azimuth(point_n($geometry,1),point_n($geometry,2)))

３．方向角を度分秒形式に変換
  to_string(floor("ALP"))+'°'+
to_string(floor(("ALP"-floor("ALP"))*60))+'′'+to_string(round((("ALP"-
floor("ALP"))*60-floor(("ALP"-floor("ALP"))*60))*60))+'″'



距離と方向角を「フィールド計算機」

ホシノデータ

４．式３．に式２．を代入する
　「 000° 00′ 00″ 」形式の文字列になります
to_string(floor(degrees(azimuth(point_n($geometry,1),point_n($geometry,2
)))))
+'°'+to_string(floor((degrees(azimuth(point_n($geometry,1),point_n($geom
etry,2)))-
floor(degrees(azimuth(point_n($geometry,1),point_n($geometry,2)))))*60))
+'′'+to_string(round(((degrees(azimuth(point_n($geometry,1),point_n($geo
metry,2)))-
floor(degrees(azimuth(point_n($geometry,1),point_n($geometry,2)))))*60-
floor((degrees(azimuth(point_n($geometry,1),point_n($geometry,2)))-
floor(degrees(azimuth(point_n($geometry,1),point_n($geometry,2)))))*60))
*60))+'″'


